
、
紹

介

現
し
て
史
家
を
算
す
る
所
無
く
な
い
で
あ
ら
う
．
、
（
菊
版
矯
版
八
、

本
文
三
〇
〇
頁
、
便
五
・
○
○
、
至
文
堂
獲
行
　
）
〔
寺
尾
〕

　
　
⑱
正
朋
寺
小
志

　
本
書
は
滋
賀
縣
蒲
生
郡
口
野
町
松
尾
の
古
刹
正
明
寺
か
ら
、
今

秋
十
月
同
寺
に
於
て
嚴
修
せ
ら
る
べ
き
後
水
尾
天
皇
二
百
五
十
阿

聖
岳
の
記
念
ミ
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
．
る
。
當
寺
は
も
、
こ
聖
徳

太
子
の
開
創
ミ
樗
せ
ら
れ
た
古
剰
で
あ
っ
九
が
織
田
信
長
の
兵
に

よ
っ
て
堂
宇
を
焼
か
れ
寺
領
を
浸
潤
さ
れ
て
以
來
全
く
荒
越
に
飾

し
、
其
後
徳
川
時
代
の
初
期
に
頓
宮
宗
右
衛
門
な
る
者
の
獲
起
に

よ
り
永
源
寺
の
一
飽
和
爾
が
再
興
に
誰
毒
し
、
後
水
尾
上
皇
の
叡

慮
に
よ
っ
て
御
下
賜
金
を
添
ふ
し
て
堂
宇
の
単
管
に
着
手
し
た
が

｝
綜
は
其
の
落
成
を
見
る
に
至
ら
す
し
て
寂
し
、
其
後
黄
葉
の
龍

渓
和
術
が
往
由
す
る
に
至
っ
て
一
望
優
渥
な
る
上
皇
の
恩
葱
を
蒙

っ
て
伽
藍
は
次
第
に
完
備
し
、
第
三
代
晦
翁
第
五
代
寂
門
の
時
も

皇
室
の
外
護
に
よ
っ
て
寺
蓮
繁
々
揚
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は

主
ミ
し
て
此
の
一
寸
以
來
寂
門
に
至
る
迄
の
寺
蓮
恢
興
の
事
歴
を

詳
記
し
て
あ
っ
て
、
本
縣
の
歴
史
に
黙
思
せ
ら
る
・
蔚
滋
賀
縣
史

編
纂
主
任
牧
野
信
之
助
氏
の
特
志
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
第
十
、
五
巻
　
第
ヅ
號
　
　
一
三
入

る
、
附
録
に
は
當
寺
所
藏
の
一
橋
和
倫
の
書
歌
三
漣
並
に
當
寺
の

建
造
物
、
費
物
を
列
記
し
て
あ
る
（
和
装
七
八
頁
、
滋
賀
縣
濃
道

元
氏
嚢
行
、
非
資
晶
）

　
　
魎
菅
居
古
文
書
．
第
一
唇

　
河
内
轡
佃
八
幡
宮
の
醤
就
家
で
あ
っ
た
菅
居
家
は
由
緒
あ
る
醤

家
で
多
数
の
古
文
書
類
を
所
藏
し
て
み
る
が
、
昨
年
無
主
正
治
氏

が
偶
ま
父
組
の
遺
言
し
て
或
る
時
期
ま
で
踊
封
を
禁
じ
て
置
い
た

一
箱
を
開
封
す
る
ε
共
に
代
々
陣
費
せ
る
古
文
書
古
記
録
入
り
の

二
慨
の
唐
櫃
を
開
清
し
た
る
に
端
を
潰
し
て
濡
れ
等
に
依
っ
て
租

先
の
事
蹟
を
明
瞭
な
ら
し
む
。
へ
き
必
要
を
惑
じ
之
を
京
都
潟
湖
大

學
の
西
田
直
二
郎
博
士
に
商
り
四
月
以
降
整
理
、
こ
調
査
に
無
手
さ

れ
た
が
、
先
般
そ
の
整
理
を
虐
兀
了
さ
れ
た
か
ら
、
之
を
子
孫
に
傳
へ
、

る
ミ
共
に
國
史
研
究
の
資
料
に
も
ざ
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
、

そ
の
編
纂
は
西
田
博
士
監
修
の
下
に
紳
法
皇
墨
譜
教
授
佐
藤
虎
雄

氏
が
專
ら
之
に
當
ら
れ
、
全
部
三
巻
よ
り
成
り
第
一
巻
に
は
古
丈

書
、
引
瞬
き
刊
行
さ
る
べ
き
第
二
谷
に
は
八
幡
宮
に
間
す
る
記
録
、

口
録
、
並
に
宗
旨
入
繍
帳
の
類
、
第
三
巻
に
は
八
幡
宮
並
に
紳
紙

に
署
す
る
も
の
、
維
記
録
を
牧
め
る
由
で
あ
る
。
是
等
の
古
文
書

臆（13g）



霧
記
録
は
昔
階
火
災
に
罹
っ
て
焼
失
し
た
残
り
に
過
ぎ
な
い
ε
い

，
三
夕
で
あ
る
が
翁
ほ
徳
川
時
代
の
初
期
量
來
の
も
の
耳
払
有
っ
て

審
田
八
幡
宮
の
紳
事
輝
国
　
外
人
歴
僧
等
に
塾
す
る
貴
重
な
る
研

究
資
料
を
學
界
に
提
供
し
、
殊
に
朱
印
国
領
、
就
家
の
古
駅
等
に

就
て
の
肚
人
ε
鮭
鱒
こ
の
紛
箏
に
關
す
る
も
の
は
當
時
の
鬼
魅
の

歌
況
を
知
る
上
に
少
か
ら
ず
滲
考
こ
な
る
も
の
で
あ
る
凸
パ
菊
版
假

綴
六
一
二
〇
頁
、
圃
圃
版
－
†
六
…
貝
、
山
承
都
心
営
居
∵
辻
治
一
比
追
行
、
非
襯
膿
胸
㎜
）

〔
以
上
松
野
〕

　
　
働
随
感
文
化
　
　
　
　
　
　
大
阪
朝
日
新
聞
説
編

　
今
我
々
の
時
代
は
世
界
ミ
共
に
あ
る
時
代
で
あ
る
。
我
々
は
腿

本
人
で
あ
る
ミ
共
に
世
界
入
で
あ
み
。
ロ
シ
ヤ
の
革
命
－
こ
ア
メ
リ

カ
の
資
本
王
義
が
直
に
我
々
の
問
題
㌔
こ
な
っ
て
く
る
。
我
々
は
い

か
に
し
て
か
・
る
關
係
に
入
り
こ
ん
だ
の
で
あ
ら
う
か
。
開
國
ミ

い
ふ
言
葉
が
そ
の
凍
國
を
1
或
は
手
蔓
を
説
明
す
る
。
こ
の
胃
葉

に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
た
現
象
は
恐
ら
く
我
國
に
特
有
な
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
ら
な
い
。
我
々
は
そ
こ
に
示
さ
れ
る
日
本
魔
史
の
特

殊
な
姿
に
一
種
の
微
笑
す
ら
も
な
け
た
く
な
る
。
ε
も
あ
れ
開
圃

に
よ
つ
て
現
代
D
本
の
形
が
豫
定
さ
れ
た
こ
一
こ
が
明
か
で
あ
る
こ

　
　
　
　
細
　
　
　
介

ミ
は
予
て
こ
の
現
象
の
理
解
が
現
代
日
本
の
理
解
へ
の
墓
礎
的
な

手
引
ε
な
る
で
あ
ら
う
事
を
思
は
せ
る
。
朝
日
新
聞
鮭
が
さ
き
に

開
國
丈
化
展
覧
會
を
開
催
し
併
せ
て
こ
れ
に
黙
す
る
講
演
會
を
開

い
た
理
由
も
一
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
5
。
そ
の
各
講
演
が

集
め
ら
れ
て
こ
エ
に
再
び
世
聞
に
よ
び
か
け
て
居
る
。
　
一
々
の
内

容
を
紹
介
す
る
暇
は
な
い
が
幕
電
は
そ
の
中
に
政
治
経
濟
宗
敏
藝

術
等
諸
般
の
姿
に
於
け
る
製
革
文
化
の
形
相
を
見
得
る
だ
ら
う
。

只
こ
・
に
用
ひ
ら
れ
た
開
國
の
語
義
は
躍
に
幕
末
維
新
の
時
期
に

限
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
近
世
初
期
泰
西
丈
化
の
波
濤
が
こ
の

島
町
日
本
の
岸
を
濯
ふ
に
至
っ
た
時
代
以
後
を
含
め
て
居
る
こ
ミ

を
注
意
し
て
置
き
た
い
。
（
菊
判
四
七
七
頁
、
慣
｝
∵
○
○
，
大
阪

朝
臼
新
聞
祉
登
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
⑳
江
戸
時
代
之
書
臼
　
　
　
　
　
杉
浦
丘
園
藩

　
雲
泉
田
蕪
主
人
杉
浦
丘
園
氏
は
入
も
知
る
娘
く
京
都
の
好
古
家

で
あ
る
。
こ
の
度
そ
の
所
藏
に
係
る
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
の
谷

種
を
網
羅
し
て
夏
に
そ
の
目
録
を
作
り
雲
再
興
山
嶺
巻
之
一
で
こ
し

て
世
に
問
は
れ
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
牧
む
る
ε
こ
ろ
版
本
書

籍
目
録
八
十
一
部
窮
本
書
籍
目
録
五
十
二
部
に
及
び
各
解
題
を
附

　
　
　
　
　
　
錐
十
五
谷
　
第
一
號
　
　
一
三
九
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